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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

よって人間性を高めるとともに、ディスカッショ
ンを通してみんなの前で発表する力や、他人の意
見をしっかり聞く力が養われます。またノートに
感想文をまとめて提出することで、考える力、書
く力が培われます。実践面においては「 5 つの心
の誓い」（感謝・思いやり・努力・忍耐・不正を
しない）を大切にしています。

さらに、校則改定委員会により生徒と教員が協
働しながら校則の見直しを進めており、規律は他
者への思いやりという方針のもと、自律を促す教
育を行っています。

紫峰祭（文化祭）、体育祭、球技大会など、学
校全体の行事が多いのが特色です。イベント教育
として、著名人の講演会やクラシックコンサート、
能や観劇会などを、年数回実施しています。

クラブ活動は、硬式野球、アメフト、バレー
ボール、サッカー、ハンドボール、バスケット
ボール、硬式テニス、ディベート、美術、茶道、
書道、吹奏楽、演劇などの各部・同好会が活動し
ています。

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www2.e-t.ed.jp/
　　　　昭和53年（1978）江戸川学園取手高等学校
設立。同62年（1987）江戸川学園取手中学校を併設。
平成26年 ４ 月小学校が開校。同29年（2017）、創立
40周年を迎えました。

「規律ある進学校」として、心力・学力・体力
のバランスのとれた三位一体の教育を行い、新し
い時代にふさわしい「心豊かなリーダーの育成」
をめざしています。

江戸取は「授業が一番」をモットーに、授業重
視を貫いています。45分授業を基本とし、それに
100分授業を組み合わせて展開されています。

また、土曜日を原則隔週登校としています。特
に100分授業では、数学や英語などの難問や論述
問題を扱うことが可能になり、効果的に授業を進
めることができます。理科では充実した実験が実
施できます。

生徒は授業においても高い集中力を保ち、熱心
に授業を受けています。その授業中心の学習姿勢
こそが難関大合格への鍵となります。

2024年度大学入試では、東京大学 5 人、京都大 1
人、北海道大学 4 人、東北大学 2 人、名古屋大 1 人、
大阪大学 1 人、筑波大学17人、東京工業大 6 人、
一橋大 1 人など国公立大学97人、早慶上理239人が
合格し、多くの難関大学へ進学しています。また、
医学部医学科へは、国公立大学医学部へ15人、私
立大医学部へ46人で合わせて61人が合格し、多く

の生徒が医師への道を切り開いています。

国際色豊かな人間を育成するために、高等部で
はカナダへの修学旅行（ 7 月に実施）やオースト
ラリアへの短期留学制度（夏休み）、カンボジア、
タイ、ベトナムを巡るASEAN現地研修（夏休み）、
ハーバード大学やマサチューセッツ工科大学、国
連本部などを訪問するアメリカアカデミックツ
アー（春休み）があります。

都心より40分の位置にありながら、利根川が眼
前に広がる素晴らしい環境にあります。また、さ
まざまな研究機関が存在する研究学園都市を控え
た新文教圏として、注目を集めています。

1,300席（メモ台付）からなるオーディトリア
ム（大講堂）には、インターネットホール、中高
のスタディルーム、カンファレンスルームがあり
ます。また、理科実験室 5 室、図書館を含む自然
科学棟、食堂を兼ねた500席の机・イスを備える

「コミュニティホール2001」があります。そして
第 1 ・第 2 グラウンドに加えて、2020年 4 月には
新体育館Sakura Arenaも完成し、教育施設は大
変充実しています。

進学指導だけではなく、心の教育を重視してい
ます。その 1 つが道徳教育であり、道徳の授業に

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

国際教育

環境・施設設備

生活指導・心の教育
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〒302 – 0025　茨城県取手市西1 – 37 – 1　☎0297 – 74 – 8771（代）　学校長　山本　宏之

■2025年度入試日程
　　　　　
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
適性型　40 11/1〜12/13 12/14 12/18 12/19
1 回� 180 11/1〜1/16 1/17 1/18 1/20
2 回� 80 11/1〜1/24 1/25 1/27 1/28
3 回� 20 11/1〜2/4 2/5 2/6 2/7

〔募集人員〕　東大ジュニアコース、医科ジュニア
コース、難関大ジュニアコース合計320（内部進
学者を含む）。各コースの定員は入学手続状況に
よって確定
　　　　　　＊ 1 回はアドミッション方式あり
募集人員 出願期間 試験日発表日手続締切日

1 回� 医科・東大40 11/1〜1/9＊ 1/15 1/16 1/17
2 回� 難関大100 11/1〜1/17 1/21 1/22 1/23
■2025年度選考方法・入試科目
　　　　　
１ ～ ３ 回：5 科（ 4 科＋英）か英語型（国・算・英）
か適性型（ 2 回のみ）　
適性型：適性Ａ・Ｂ（各100点50分）、英語
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分　理・社＝
計100点60分　英語（ 5 科）＝50点20分　英語（英
語型）＝100点60分　英語（適性）＝25点20分
　　　　　　
５ 科か ３ 科（英語はリスニングを含む）
アドミッション方式（医科・東大・難関大コース）
は面接あり
※入試区分はアドミッション方式・一般
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点60分（ ３ 科
の数・英は各150点）　理・社＝各50点40分
※英語重視方式は英200点、 ５ 科の他教科各50点、
３ 科の他教科各100点
〈面接〉生徒グループ　重視

■指定校推薦枠のある主な大学
慶應義塾大　早稲田大　東京理科大　法政大　明
治大　立教大　中央大　青山学院大　学習院大　
国際基督教大　津田塾大　東京女子大　日本女子
大　北里大　獨協医科大など
■2024年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
420人 340人 0 人 1 人 0 人 0 人 79人
■2024年度入試結果
　　　　　男／女　スライドを含む
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

適性型�4０  209/222 206/219 54/56 3.8/3.9
１ 回�１８０  425/334 411/310 237/166 1.7/1.9
２ 回� 70 314/283 218/190 89/91 2.4/2.1
３ 回� 30 248/218 101/77 14/15 7.2/5.1

　　　　　　男／女　帰国生を含む　＊はスライドを含む
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

アド� 63/37 63/37 63/37 1.0/1.0
1回医科� 30/26 29/26 8/7 3.6/3.7
　　東大� 医科20　　 107/69 106/69 21/11 5.0/6.3
　　難関大� 東大20　　 145/109 251*/186* 105*/69* 2.4*/2.7*
2回医科� 難関大100 22/24 19/18 6/7 3.2/2.6
　　東大� 47/39 39/28 14/8 2.8/3.5
　　難関大� 69/55 84*/79* 31*/18* 2.7*/4.4*
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学校説明会　要予約
★中学校　
9/1 9/16 9/21 10/19 11/2 11/3 12/8
★高等学校
10/5 10/26 11/30
学校見学は随時可（要予約）
見学できる行事　
紫峰祭　10/12・10/13


